
井川町教育委員会１０月定例会会議録 

 

１．日  時  令和３年１０月２５日（月） 午後１時～午後２時４０分 

 

２．場  所  井川義務教育学校 

 

３．出席委員 

教育長  六郷博志 

委員  齋藤正仁 

委員  小武海文恵 

委員  遠藤勇人 

委員  幡宮明貞 

 

４．欠席委員 

なし 

 

５．会議に出席した事務局職員 

事務局長  湊和樹 

事務局次長    鷲谷幸平 

 

６．会議 

  （１）報告事項 

     ①義務教育学校の人事案件について 

     ②洲崎遺跡副読本制作の進捗状況について 

     ③海外修学旅行計画の進捗状況について 

     ④冬休みオンライン子ども教室について 

     ⑤教育委員会・公民館・学校関係行事予定について 

 

（２）協議事項 

   ・総合教育会議（１２月定例会後）の案件について 

 

（３）授業視察 

   慶應義塾大学生による健康副読本オンライン授業 

 

（４）その他 

 



７．情報交換 

 

８．会議の経過 

事務局長  今定例会の議事録署名員に齋藤委員、幡宮委員を提案。 

      （全員提案を了承） 

教育長   報告事項について、始めに①義務教育学校の人事案件について説

明をする。 

      （人事案件について説明） 

教育長   次に、②洲崎遺跡副読本制作の進捗状況について説明をする。 

      （委員から副読本の案を読んでもらい、意見を取りまとめた。伝

承と史実について区分けが必要、文字数を減らす、古代と中世が

ごちゃごちゃになっているところを整える等意見があった。） 

委員    概ねこの案で良いと思うが、全体的にとても難しいと思う。どう

読んだらいいかわからない用語・人名がある。クエスチョンも難

しいところがあった。中世のところは絞って書いたら良いと思

う。 

教育長   ご指摘のとおり、難しい漢字が多い。文字数を減らすなどして工

夫したい。埋蔵文化財センターにも相談しながら進めたい。 

委員    子どもが歴史に親しみを持つような、もっと調べたいと思わせる

ような本ができあがったら良い。出典がきちんと記載されている

ことも大事だと思う。 

委員    県立博物館にある洲崎遺跡のブースを詳しく書いたような本にな

ると想像していたが、色々なものが付随してできている。 

委員    昔は板碑について教えられたことがなかったため、こんなに貴重

なものだとは知らなかった。今の子ども達は郷土についての勉強

ができていいなと思う。 

委員    いかに興味を持ってもらえるかが大切だと思う。 

教育長   予定では６年生から導入予定だが、もしかしたら難しいかもしれ

ない。 

委員    難しいことに取り組むことは悪くはない。ただ、自分だけで取り

組むのは難しいかもしれない。学校で友だちや先生と一緒ならば

いいのではないか。 

教育長   資料集のような使い方をイメージしている。 

教育長   次に③海外修学旅行計画の進捗状況について事務局に説明を求め

る。 

事務局長  （現在の進捗状況について７年生の保護者向けに通知を配布し

た。） 



委員    保護者からなにか反応はあったか。 

事務局長  年度当初は特に反対意見はなく、前向きな意見が聞かれた。一番

不安なのは引率する先生達だと思う。事前視察を予定していたが

コロナの影響で実施できていない。 

 教育長   次に④冬休みオンライン子ども教室について事務局に説明を求め

る。 

       （タブレットの活用を図るため、国語と英語のオンライン子ども

教室を実施する。） 

 委員    ぜひ進めてください。 

 教育長   次に⑤教育委員会・公民館・学校関係行事予定について事務局に

説明を求める。 

事務局長  （教育委員会・公民館・学校関係行事予定について説明） 

教育長   次に協議事項に移る。総合教育会議（１２月定例会後）の案件に

ついて説明をする。 

      （テーマを「部活動の在り方」とし、協議したい。井川義務教育

学校の現在の状況、男鹿潟上南秋の状況を共有。生徒数の減少や

教員の働き方改革を踏まえ、部活動を地域へ移行する方向へ） 

委員    学校が主体となって考えることだと思う。教育委員会でやるべき

ことは、勤務時間外に教員が部活動担当する場合や、地域の人が

担当する場合の予算措置をすることだと思う。地域の人が担当す

るのであれば、望ましい在り方を出して、きちんとそれに沿って

やってもらう方が良い。 

委員    総合教育会議では何かを決めるのではなく、色んな意見交換をし

ながら話し合うということでいいのではないか。 

委員    近隣の町村も子どもが減り、同じような状況である。合同でスポ

ーツクラブを作ったりできないだろうか。シーズンが違ったら、

複数の競技に参加できる。 

委員    それができたら良いと思う。今は一つの競技しか出ることができ

ないので人が足りなくなってしまう。 

教育長   委員からもあったが、総合教育会議で最終決定をするわけではな

く、いろいろな面から協議をする場になれば良いと思っている。

どうぞよろしくお願いします。 

教育長 （他に無いことを確認して定例会を終了） 

 


